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１．概要（Summary） 

我々はダイヤモンド電解質溶液ゲート FET(SGFET) 

とステンレス容器を組み合わせた全固体ガラスレス pH

センサの開発を目指している。そのためには pH 低感応

かつ常に一定の特性を示すデバイスの開発が必要となっ

てくる。pH低感応かつ常に一定の特性を示すデバイスの

開発を目指し、SGFET に酸素終端処理を施し、その特

性を検証した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

プラズマリアクター 

 

【実験方法】 

プラズマリアクターで 1 分間ダイヤモンド電解質溶液ゲ

ートFET(SGFET)を酸素終端化し、酸素終端SGFETを

作成した。 

酸素終端 SGFET を pH 溶液に入れ、ドレイン電流量

を測定。これを pH2～pH１２まで繰り返す。 

次に、pH 溶液を 80℃まで熱し上記と同じように測定を

行った。 

得られた測定データから pH感応性を算出した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

酸素終端化された SGFET は室温において酸性領域

ではpH中感応、アルカリ領域ではpH低感応なデバイス

となった。しかし、80℃という高温下では酸性領域および

アルカリ性領域で低感応なデバイスになるという結果が得

られた。 

pH が変化した際に表面吸着イオンにより流れるドレイ

ン電流量が変化するこれが pH感応性となっている。 

ダイヤモンドを半導体にするためにボロンドープをして

おり、このボロンが 80℃という高温下で活性化しより多くの

ドレイン電流を流すようになり、表面吸着イオンによるドレ

イン電流変化の影響が小さくなり pH 不感応になったのだ

と考えられる。 
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